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就
任
御
挨
拶
　
町
議
会
議
長
森
田
保
男

投
票
日
六
月
二
日
拙
彊
刊

開
票
日
　
六
月
三
日
　
八
時
よ
り

参
議
院
議
員
の
選
挙
も
五
月
七
日
の
告

示
か
ら
〓
石
の
議
席
を
日
ざ
す
選
挙

戦
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
御
承
知
の

通
り
参
議
院
議
鼻
は
、
地
方
区
と
、
全

国
区
と
の
候
補
者
を
各
一
人
ず
つ
選
挙

す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
当
町
の

有
権
者
（
水
巻
町
選
挙
有
権
者
名
簿
に

登
載
さ
れ
て
い
る
人
）
は
、
地
方
区
は

福
岡
県
全
域
か
ら
の
立
候
補
者
の
一
人

を
、
全
国
区
は
勿
論
日
本
全
域
を
も
っ

て
立
候
補
し
て
い
る
候
補
者
を
一
人
選

ぶ
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
碁
つ
に
全
国

区
と
地
方
区
の
両
立
候
補
者
竺
人
ず

つ
選
挙
す
る
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
頂
き

た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

投
票
用
紙

地
方
区
は
黒
ず
り
で

最
初
に
章
っ
。

全
国
区
は
赤
ず
り
で

後
に
章
っ
。

投
票
所
は
、
こ
の
前
の
地
方
選
挙
同
様

に
第
一
投
票
所
か
ら
第
五
投
票
所
ま
で

投
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

第
一
投
票
所
　
下
ｌ
示
学
校
講
堂

第
二
投
票
所
　
第
一
高
松
礪
業
所
進

発
所

帯
三
投
票
所
　
水
巻
町
役
場

第
四
投
票
所
　
古
賀
区
集
会
所

第
五
投
票
所
　
猪
熊
校
保
健
室

参
議
院
の
特
質
〓

我
が
国
の
国
会
は
、
衆
議
院
と
参
議
院

の
二
院
制
を
採
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
一
院
制
か
ら
生
ず
る
行
皇
9
ぎ

を
抑
制
し
て
国
会
審
議
を
慎
重
に
す
る

為
の
仕
組
み
で
あ
り
ま
す
。

参
議
院
議
員
の
定
数
は
二
百
五
十
人
で

全
国
区
　
百
人
一

地
方
区
　
百
五
十
人

即
ち
二
百
五
十
人
で
あ
屋
し

そ
し
て
三
カ
年
に
一
度
そ
の
半
数
を
改

選
す
る
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
（
前
述
〓
石
の
議

席
は
全
国
区
補
充
二
名
が
あ
る
た
め
）

さ
て
任
期
は
衆
議
院
議
員
の
四
カ
年
よ

り
も
長
く
六
カ
年
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
解
散
は
あ
り
ま
せ
ん
。

青
葉
若
葉
に
取
り
囲
ま
れ
た
硬
山
も
近

代
的
な
施
設
に
希
望
を
あ
つ
め
て
町
の

象
ち
ょ
う
で
も
あ
る
様
に
日
毎
い
き
い

き
と
し
た
エ
ン
ジ
ン
の
響
き
が
こ
だ
ま

し
て
お
り
寺
子
。
な
ん
と
は
な
し
に
町

こ
れ
は
、
継
続
性
を
与
え
て
参
諌
院
の

特
質
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
よ
う
と
す
る

仕
組
み
で
、
解
散
の
な
い
代
わ
り
に
前

述
の
よ
う
に
半
数
が
交
替
制
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

倫
又
、
衆
議
院
議
員
の
被
選
挙
権
は
、

満
二
十
五
才
以
上
と
さ
れ
て
い
る
が
、

参
議
院
議
員
は
そ
れ
よ
り
五
才
高
く
し

て
満
三
十
才
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

の
い
ぶ
卓
が
身
に
し
み
る
様
で
す
。
町

民
各
位
に
は
ま
す
ま
す
希
望
に
満
ち
た

日
々
を
お
通
し
の
苧
こ
心
か
ら
御
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
は
、
私
、
議
会
の
推
薦
を
受

け
ま
し
て
、
議
会
議
長
に
就
任
致
し
ま

し
た
、
身
に
あ
ま
る
光
栄
と
深
く
感
謝

致
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
町
と
し
ま
し
て
は
あ
ら
ゆ
る
懸
案

の
山
積
す
る
現
在
、
其
の
責
任
の
重
大

き
を
痛
く
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
就
任

右
お
引
き
受
け
致
し
ま
し
た
以
上
は
町

の
皆
様
方
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
致
し

ま
す
人
糞
に
、
町
発
展
の
た
め
誠
心
誠

意
努
力
致
す
覚
悟
で
有
り
ま
す
。

何
卒
賢
明
な
皆
様
方
を
初
め
、
議
員
諸

氏
の
支
援
と
御
協
力
と
を
切
に
御
願
い

致
し
ま
す
バ

現
在
水
巻
町
と
し
て
の
諸
問
題
は
、
先

ず
次
代
肴
に
な
っ
て
革
つ
子
供
達
の
た

め
の
教
育
施
設
の
拡
充
や
、
住
む
に
家

な
く
困
っ
て
居
ら
れ
る
方
々
の
た
め
の

町
営
住
宅
建
設
並
び
に
県
営
住
宅
の
設

置
誘
致
、
又
水
巻
町
発
展
の
基
礎
と
な
′

る
水
巻
駅
の
誘
致
、
不
況
に
な
や
む
商

工
並
び
に
農
村
振
興
対
策
、
ま
た
都
市

計
画
に
基
づ
い
て
の
道
路
網
の
建
設
準

備
、
生
活
に
苦
し
む
方
々
の
た
め
生
静

資
金
の
貸
付
枠
増
額
な
ど
は
特
に
重
要

で
あ
る
つ
か
と
思
い
ま
¢

こ
の
ほ
か
幾
多
の
懸
案
が
有
り
ま
す
。

従
っ
て
こ
の
よ
う
に
山
穣
す
る
諸
懸
案

を
い
．
っ
き
に
行
う
こ
と
は
限
ら
れ
た
町

予
算
の
中
で
は
到
底
出
来
か
ね
ま
す
‥

併
し
な
か
ら
遂
次
町
民
各
位
の
御
心

を
心
と
し
ま
し
て
任
期
四
力
年
間
議
員

方
と
充
分
は
な
し
合
い
ま
し
て
、
こ
れ

ら
の
解
決
に
努
力
致
し
ま
す
事
を
御
誓

い

申

し

宴

ど
っ
ぞ
町
民
の
皆
様
方
の
御
期
待
と
卸

の
議
長
就
任
の
御
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

昭
和
三
十
四
年
五
月

こ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
立
法
や
予
算
の

審
議
を
慎
重
に
し
よ
う
と
い
う
白
的
か

ら
で
す
。
参
議
院
議
員
に
は
国
民
の
主

権
曇
ハ
年
間
も
あ
ず
け
っ
は
な
し
に
す

る
の
で
す
か
ら
、
参
議
院
の
性
質
を
よ

く
理
解
さ
れ
て
、
誰
に
投
票
す
る
か
を

冷
静
に
自
分
で
決
め
て
、
一
票
を
投
じ

て
下
さ
い
。

以
上
述
べ
た
通
り
け
っ
し
て
、
参
議
院

議
員
の
連
番
を
か
る
く
考
え
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
し
て
絶
対
に
棄
権
は
し
な

い
こ
と
で
す
。
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無
効
票
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

方
選
挙
に
対
す
る
皆
様
の
心
の
反
映
を

数
字
の
面
で
紹
介
－
妥
し
ょ
う
。

県

知

事

選

挙

候
補
者
氏
名
　
　
有
効
得
票
数

う
ノ
幡
　
多

土
　
屋

河
　
野

孔　香

明　康　一

昭
和
三
十
年
の
地
方
選
挙
の
場
合
も
申

し
ま
し
た
が
、
投
票
に
あ
た
り
、
今
回

も
無
効
票
が
四
一
二
票
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

特
に
今
回
は
県
議
選
挙
が
無
投
票
と
な

り
ま
し
た
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
県
議
候
補

者
の
氏
名
を
記
載
さ
れ
た
も
の
が
目
立

っ
て
い
ま
し
た
が
、
各
有
権
者
の
方
は

投
票
に
つ
い
て
の
広
報
内
容
を
よ
く
理

解
さ
れ
て
、
投
票
所
に
向
わ
れ
る
事
が

最
も
大
切
と
思
わ
れ
ま
す
。

又
公
民
と
し
て
の
最
も
重
大
な
権
利
で

あ
る
一
票
の
行
使
を
十
分
認
識
さ
れ

て
、
清
く
効
果
十
分
の
も
の
と
さ
れ
る

事
を
改
め
て
申
し
添
え
ま
す
。
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投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
る
〓

す
べ
て
選
挙
の
投
票
は
、
誰
が
誰
に
投
票
し
た
か
、
本
人

以
外
の
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

自
分
で
よ
い
と
決
め
た
人
に
安
心
し
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
権
利
を
憲
法
と
選
挙
法
が
守
っ
・
て
い
ま
す
。
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就
任
の
挨
拶
　
町
脾
西
尾
　
司

棄

権

は

せ

ぬ

こ

と

！

新
緑
深
い
五
月
、
皆
様
方
も
御
多
忙
な

中
に
希
望
に
燃
え
て
愈
々
御
精
進
の
革

－
′
存
じ
ま
す
。

今
回
は
名
実
共
に
皆
様
方
の
全
面
的
な

御
支
援
に
よ
り
ま
し
て
再
び
町
長
に
就

任
さ
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、

こ
の
事
は
ｉ

身
に
溢
る
ゝ
光
栄
を
喜
ぶ
■
英
に
又
責

任
の
愈
々
重
大
き
を
痛
感
す
る
の
で
あ

り
ま
す
．

さ
て
本
町
の
行
・
財
政
に
つ
き
ま
し
て

は
、
過
去
四
カ
年
の
体
験
か
ら
限
ら

れ
た
町
財
政
、
特
に
庚
界
の
不
況
は
底

の
知
れ
な
い
現
下
の
情
勢
で
城
に
不
本

意
な
が
ら
別
に
飛
躍
的
な
施
策
も
望
め

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
兼
ね

て
よ
り
の
念
願
で
あ
る
町
民
の
福
祉
博

進
と
い
う
精
神
に
の
っ
と
り
ま
し
て
、

学
校
、
社
会
両
教
育
の
拡
充
、
住
宅
難

の
綬
和
、
青
少
年
の
育
成
等
に
寄
与
す

る
施
策
、
失
業
対
策
に
つ
い
て
の
助

長
、
或
は
町
将
来
の
発
展
の
基
盤
を
つ

く
る
都
市
計
画
の
推
進
、
国
鉄
水
巻
駅

の
実
現
、
商
工
業
の
発
展
に
つ
い
て
の

助
成
、
農
業
振
興
対
策
等
一
連
の
懸
案

と
取
り
組
み
ま
し
て
、
議
会
側
と
共
々

慎
重
に
は
か
り
な
が
ら
逐
次
実
を
結
ば

せ
て
行
き
度
い
と
思
っ
て
お
り
茎
9
。

今
後
共
何
分
の
御
理
解
と
御
協
力
を
切

に
御
願
い
し
て
私
の
就
任
挨
拶
と
い
た

皇
9
。
　
昭
和
三
十
四
年
五
月

さ
て
参
議
院
は
衆
議
院
の
多
数
決
に
よ

る
（
一
党
一
派
）
ら
ん
用
が
行
わ
れ
、

国
民
（
主
権
者
）
の
意
志
か
ら
は
な
れ

た
政
治
が
行
わ
れ
る
危
険
が
あ
る
様
な

場
合
、
側
面
か
ら
、
政
治
が
か
た
よ
ら

な
い
様
に
絶
え
ず
見
守
っ
て
い
る
の
で

廿
。

そ
こ
で
意
識
院
の
権
限
は
、
衆
議
院
の

権
限
に
比
べ
る
と
、
一
般
に
補
助
的
で

あ
る
と
青
え
る
で
し
ょ
う
。

法
律
案
は
原
則
と
し
て
両
院
が
可
決
す

れ
ば
そ
れ
で
法
律
と
な
り
ま
す
、

そ
の
他
予
算
の
審
議
内
閣
総
理
大
臣
の

指
名
、
条
約
の
承
認
に
つ
い
て
も
や
は

り
衆
議
院
の
議
決
が
優
先
し
ま
す
。

た
だ
し
、
国
会
が
憲
法
改
正
を
発
議
す

る
場
合
に
は
、
た
と
え
衆
議
院
が
全
員

で
賛
成
し
て
も
、
参
議
院
で
三
分
の
二

以
上
の
賛
成
が
な
け
れ
ば
出
来
ま
せ

ん
。
又
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
て
い
る
時

に
、
国
に
繋
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
は

参
議
院
だ
け
で
国
会
の
代
り
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

参
議
院
に
は
解
散
が
あ
り
ま
せ
ん
。

地
方
選
挙
総
ま
く
り

公
明
選
挙
の
掛
声
の
も
と
に
、
四
年
に

一
度
の
地
方
選
挙
と
し
て
四
月
二
十
三

日
県
知
事
、
県
議
の
選
挙
を
同
三
十
日

に
も
っ
と
も
身
近
な
町
の
選
挙
と
い

う
こ
と
で
全
町
有
権
者
は
最
も
厳
し
ゅ

Ｙ
な
裁
定
の
心
眼
を
み
開
き
、
知
事
選

挙
（
県
議
選
は
定
員
二
名
に
対
し
て
立

候
補
者
二
名
で
無
投
票
）
は
即
日
開
票

で
同
二
十
三
日
午
後
十
一
時
五
十
分
総

て
を
終
了
し
、
町
の
選
挙
で
は
町
長
立

候
補
者
一
名
で
無
投
票
と
な
り
、
町
議

の
面
で
定
塁
二
十
名
に
対
し
て
二
二
十

七
名
の
立
候
補
者
と
い
う
わ
け
で
、
例

に
よ
っ
て
華
々
し
い
選
挙
戦
を
展
開

し
、
三
十
日
の
投
票
日
は
快
晴
で
も
あ

っ
た
が
、
知
事
遍
革
の
投
票
率
八
二

一
九
％
に
比
し
て
九
二
・
二
七
％
と
一

二
〇
九
％
の
上
昇
率
で
仝
有
権
者
の

町
政
に
対
す
る
自
覚
の
高
揚
度
を
歴
然

と
記
録
し
た
。
さ
て
革
も
身
近
か
な
地

有
効
投
票
計

無
効
投
票

合
計
投
票
数

当
日
有
権
者
数

棄

楓

者

数

投

　

票

　

率男女

一
〇
、
八
五
四

三
二
二
六

二
七
八

一
．
四
、
三
六
〇

四
一
二

一
四
、
．
七
七
二

一
八
、
一
九
四

三
、
四
二
二

八
一
・
一
九
％

八
二
・
四
六
％

七
九
・
九
三
％

各
投
票
所
別
投
票
率

第
表
裏
所
　
七
三
・
三
三
％

男女

第
二
投
票
所

男女

第
三
投
票
所

男女

第
四
投
票
所

男女

第
五
投
票
所

男女

七
四
・
九
八
％

七
一
・
七
二
％

八
丁
七
四
％

八
三
・
七
一
発

七
九
・
六
二
％

八
〇
「
0
0
％

八
二
・
四
〇
％

七
七
・
七
七
％

八
五
・
七
六
％

八
六
・
一
〇
％

八
四
・
八
一
％

八
三
・
八
九
％

八
三
・
二
一
％

八
四
・
重
ハ
％

今次改選期であった郡内町村長と得票の模様

水巻町　西　届　　　司　無　投　票

芦屋町　黒　山　高　麿　　　4，434票

長　野　正、明　　　3，9Ｊ4票

茂　囁　′　2，750票

周太郎　　2，20噌
清　戯　　　　ダ6票

書
野
田

有
小
副

相賀遠
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当
町
の
選
挙
状
況

水
巻
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

ｌ
Ｊ
ド
ッ
ｑ

前
述
の
様
に
投
票
率
上
々
で
、
午
前
七

時
の
開
場
に
、
早
く
も
五
時
前
頃
か
ら

待
っ
て
あ
る
人
も
あ
り
、
身
近
か
な
選

挙
の
樋
相
が
っ
か
が
わ
れ
た
。

因
み
に
一
番
乗
り
か
ら
三
番
到
着
ま
で

の
方
壌
紹
介
し
ま
す
と

第
甲
、
投
票
所

1
－
出
野
　
亀
勢
氏
（
吉
田
ノ
三
）

2
入
江
　
種
美
氏
（
下
二
）

3
　
小
川
　
康
氏
（
君
田
ノ
こ

第
二
投
票
所

1
　
池
田
　
浅
水
氏
（
吉
田
区
）

、
2
　
森
野
　
春
雄
氏
（
吉
田
区
）

3
　
山
尾
一
清
氏
（
一
坑
杜
邑
区

緑
野
）

第
三
投
票
所

1
　
渡
辺
　
正
氏
（
頃
末
輿
）

2
　
花
田
　
誠
実
氏
（
頃
末
大
西
）

3
　
村
田
　
鶴
雄
氏
（
鯉
口
区
）

第
四
投
票
所

1
　
村
田
　
勝
平
氏
（
古
賀
「

2
　
中
島
　
艮
氏
（
古
賀
区
二
組
）

3
　
峰
浦
　
豊
子
氏
（
古
賀
）

第
五
投
票
所

1
　
中
村
三
穂
子
さ
ん
（
梅
木
区
）

2
　
森
本
　
龍
奏
氏
（
五
碩
区
）

3
　
三
枝
　
清
氏
（
五
碩
区
）

以
上
の
方
々
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
各
三
名
の
方
々
は
投
票
開
始
に
当

っ
て
投
票
箱
の
空
虚
で
あ
る
か
な
い
か
一

を
確
謎
の
為
に
立
会
者
に
な
ら
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

午
前
十
一
時
現
在
の
投
票
者
の
率
は
、
ｒ

第
一
投
票
所
　
四
八
・
三
八
％

第
二
投
票
所
　
四
五
・
二
六
％

第
三
投
票
所
　
三
六
・
六
二
％

第
四
投
票
所
　
四
三
・
二
％

第
五
投
票
所
　
四
〇
・
五
七
％

全
投
票
所
　
四
二
・
三
一
％

以
上
で
農
家
を
含
む
第
一
が
ト
ッ
プ
を

切
っ
て
い
ま
す
が
、
結
了
に
於
て
は
例

に
よ
っ
て
炭
住
地
区
の
投
票
率
が
優
秀

に
伸
び
、
第
一
位
が
第
四
投
票
所
の
九

三
・
四
八
％
で
、
第
二
位
が
第
五
投
票

所
の
九
二
・
七
六
％
、
第
三
位
が
第
二

投
票
所
の
九
二
・
〇
七
％
、
第
四
位
が

純
町
部
の
第
一
投
票
所
の
九
一
・
七
四

％
、
最
下
位
が
商
業
的
集
団
と
磯
貝
と

社
員
層
の
ほ
ぼ
近
い
均
こ
う
を
保
っ
て

い
る
墾
二
投
累
所
の
九
丁
三
四
％
で

町
全
体
と
し
て
は
従
来
に
比
較
し
て

貴
優
秀
で
九
二
・
二
七
％
と
な
り
ま

し
た
が
、
や
は
り
女
性
有
権
者
の
方
が

二
分
五
厘
程
度
低
い
投
票
率
を
示
し
て

お
る
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
投

票
率
が
低
い
と
い
え
ば
家
庭
の
嘉
は

多
忙
だ
、
社
会
情
態
を
変
え
て
革
っ
国

家
に
し
て
欲
し
い
と
思
わ
れ
る
方
も
あ

る
か
知
れ
ま
せ
ん
が
、
各
人
が
政
治
意

識
を
瓶
養
さ
れ
て
、
進
ん
で
清
い
一
票

を
投
ず
る
こ
と
に
努
力
さ
れ
る
事
が
、

凡
て
の
解
決
へ
の
糸
口
と
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

当当当当当当当　当　当　当　落当　当　当

前
田
　
思
蔵

松
島
　
朝
久

橋
内
　
久
市

占
部
・
裕
子

小
柳
　
重
年

入
江
　
誠

森
本
　
準
二

田
申
　
長
生

美
浦
晴
比
古

浦
田

石
松

石
飛

永
沼

東
川

当
　
江
藤

当落当　当　当

鈴
木

福
田

伊
藤

吉
武

重
夫

重
安

政
義

武
雄

正
雄

一
正

稀
雄

利
正

衛
門

力
王

中
村
　
芳
房

四
九
四
・
七
票

四
九
二
票

三
六
三
票

四
六
八
票

六
三
七
票

五
四
四
巽

四
〇
九
栗

五
〇
四
票

五
〇
八
票

三
四
二
葉

四
一
〇
票

四
一
八
宗

五
五
〇
票

六
一
九
票

五
七
八
票

四
一
九
票

四
六
九
・
九
栗

六
一
五
票

三
三
七
票

六
〇
一
票

当　当　次　当　当　当　当　当　当　当　落落落落

原烏′ｊヽ山　高金前柴本森藤酒竹ま旺
谷林．下欄森田　崎　田　田崎井本辺

弓爾

ｉＥ

尖

兼

光

勝

意

広

志

保

男

借

入

一

郎

正

二

安

太

次

生
券

月

三
一
三
票

二
〇
五
票

三
〇
〇
粟

三
四
六
粟

四
四
九
票

六
五
六
票

五
四
二
票

三
九
八
・
一
東

四
三
六
票

四
八
二
票

四
三
七
票

直
子
　
三
四
七
票

利
光
　
三
九
三
累

福
次
　
五
三
二
栗

以
上
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
日
本
社

会
党
議
員
十
一
名
、
自
民
党
議
員
三

名
、
日
本
共
産
党
議
員
二
名
、
無
所
属

議
員
十
四
名
で
、
男
子
議
員
二
十
九

名
、
女
子
議
員
一
名
と
い
う
当
選
分
野

に
な
り
ま
し
た
。

各
部
落
別
投
票
率

町
議
立
候
補
者
と
得
票
数

町
議
会
議
員
立
候
補
者
の
受
付
は
四
月

二
十
一
日
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
行
わ

れ
た
が
、
八
時
三
十
分
以
前
に
到
着
の

方
は
、
役
場
別
館
に
入
っ
て
も
ら
い
抽

選
で
届
出
順
番
を
決
定
し
、
八
時
三
十

分
以
降
の
到
着
者
は
、
到
着
順
に
番
号

を
決
め
結
局
三
十
七
名
止
り
と
な
り
、

こ
れ
よ
り
華
々
し
い
遺
挙
戦
を
展
開
、

街
頭
演
説
や
各
所
に
大
看
板
を
立
て
た

選
挙
事
務
所
が
設
け
ら
れ
、
町
全
域
に

耳
る
選
挙
色
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
が
、

三
十
日
の
投
票
日
は
折
か
ら
の
好
天

下
、
雪
て
す
べ
り
出
し
も
紆
輿
午

前
十
時
前
頃
か
ら
十
一
時
半
ま
で
の
間

は
全
投
票
所
と
も
受
付
や
名
簿
諸
照
前

で
大
混
雑
を
来
た
し
、
投
票
す
る
方
々

も
早
く
早
く
の
連
発
と
い
う
一
コ
マ
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
六
時
終
席
し
翌
日
午
前
八
時
よ
り

開
票
に
な
り
、
炭
の
通
り
得
票
が
決
し

ま
し
た
。候

補
得
票
数（

順
…
届
出
順
位
）

第
一
投
票
所
区
域

吉
田
の
一
　
男
　
八
九
・
八
六

女
　
九
五
・
七
八

吉
田
の
二
　
男
　
九
〇
・
六
七

女
　
九
四
・
一
七

富
田
の
三
　
男
　
九
三
・
八
七

女
　
九
〇
・
三
九

二
　
　
　
　
男
　
九
六
・
八
七

女
　
九
〇
・
七
五

下
　
二
　
男
　
九
三
・
七
八

女
　
九
二
・
五
二

下
二
町
住
　
男
　
九
丁
五
七

女
　
八
八
・
〇
四

伊
佐
座
　
男
　
九
二
・
三
一

女
　
九
四
・
一
二

第
一
投
票
所
全

男女計

第
二
投
票
所
区
域

片
山
区
　
男女

親
和
荘
　
男女

温
雅
荘
　
男女

常
盤
区
　
男女

ｌ
碩
社
員
区
　
男

九
〇
・
三
一

九
三
・
三
一

九
二
七
四

九
〇
・
三
一

九
二
一
七

八
六
・
七
二

な

　

　

し

八
九
・
六
九

な
　
　
し

九
〇
・
一
四

九
二
・
九
七

九
四
・
一
四

九
二
三
二

町議選開票当日速報版に見入る人たち

第
四
投
票
所
区
域

古
賀
村
　
男女

，

新
生
街
　
男女

明
映
爵
　
男女

高
松
区
　
男女

古
賀
区
　
男女

第
四
投
票
所
全
　
男女計

第
五
投
票
所
区
域

九
四
・
五
九

九
五
・
〇
四

八
三
・
八
七

七
七
・
〇
八

九
二
・
七
七

一
〇
・
〇
〇

九
一
・
八
一

九
三
・
〇
六

九
四
・
六
五

九
四
・
五
八

九
二
・
八
一

九
四
・
一
八

九
三
・
四
八

宮

田

区

　

男女

第
二
投
票
所
全

男女計

第
三
投
票
所
区
域

立
屋
敷
　
男女

頃

　

未

　

男女

机
　
　
　
　
男女

中
央
区
　
男女

高
尾
区
　
男女

九
四
・
四
九

八
五
・
九
〇

九
三
・
六
六

九
〇
・
三
六

九
二
・
〇
七

九
二
・
七
二

九
二
・
四
六

八
六
・
二
四

八
六
・
三
七

八
七
ヽ
八
五

九
一
・
二
七

九
五
・
二
九

九
三
・
七
〇

九
三
・
三
八

九
六
・
八
〇

鯉
口
区

机
官
の
下

第
三
投
票
所
全

計女男女男女男

九八九八プＬ九ノＬ
一六六五〇二・ノミ

°　　　　°　　　　°　　　　°　　　　°　　　　°　　　　°

三八－二五五三
四六七一〇〇五

猪

　

熊

　

男女

樋

　

口

　

男女

梅
の
木
区
　
男女

第
五
投
票
所
全
　
男女計

体

男女

八
五
・
四
八

八
五
・
六
〇

八
九
・
三
九

九
一
・
六
三

九
三
・
五
四

九
三
・
一
〇

九
三
・
四
三

九
二
・
一
〇

九
二
・
七
六

九
三
・
五
〇

九
二
〇
四

郡内にての知事候補者得票数

平
均
　
九
二
・
二
七

計

知

事

選

挙

各

町

村

別

投

票

率

当
　
峰
一
郎
次

当
　
福
田
　
金
雄

当
　
河
野
　
常
男

投 棄

権

者

投

票

者

当 名 日

票 日
有

樽
登

日

歩 権
者
数

載
人
員∠ゝ【コ 数 数

拐 し桓 計！女】男 可 女ｌ男可 妄
男

可 可 嘉、

引 克 冬 四　七　七 八　九 九
抽

　ヽ　　　　　　　　　　ヽ

ｉ水

ヽ 　ヽ　　　ヽヽ 、 ヽ 　ヽ　　　　ヽ　　　　ヽ 巻°　　　　　°　　　　　°
－　九　四
九　三　六

四 八　五 七一二　四 － － ○
‾’一　ノ ノ － 八

〇 町三 通 二　五　七 四　四

七 六　七
九　七

題葛Ｓｌ■ｌ
．⊥　　　－▼・・一一

八 ［四 二

　ヽ　　　　　　　　　ヽ

芦
－ －ヽ ヽ ヽ ヽ ｔ ヽ 　ヽ　　　ヽ 屋

町

°
六

°
△

董 三　四 八 四 三　〇 七 ［八 九
－．五　八 －・・・・・・．．　　　」　＿二　ノ＼七 七 ｒ 五

八　三　五 三 ｌ七 六

七　六
〇　七

阜 ＝「Ｔ ‾

三 信 ！芸ヽ
．五　二　二

　ヽ　　　　ヽ　　　　ヽ
宅

ヽ ヽ

花
岡

垣

村

°　　　　　●　　　　ｅ
・一一一一．　　⊥　　一一・・・・．・・・． 」　」　＿－　／＼五 二　八 四 四 九 五
旦 旦 ＿亘 「　〇　〇

五　六　九
甲 五 三七　五　一

二　三　九
八

°
四
七 Ｉ

属

▼
八

△

●
元

品
四 1二　二 五　 二 － 五

ヽ
遠

ヽ ヽ ヽ 　ヽ　　　　ヽ　　　　ヽ ヽ ヽ
賀

二　 〇 二　 七 五 四 八　 五
拙 摘十二 八　 六

三　 九 四
四　 六　 八
六　 〇　 六

村

°

轟

ヽ

「

ヽ
五　 五

　ヽ　　　ヽ

亘

二二ｌ

∵

、ｌ
八
ヽ

四　 二

二　 一 九
ｌ　　　ヽ

計八 ｉ

塑

ｌ

Ｑ

八
九

八 六 四 一 五 ・五 九 四 五　 九
○ ＿1＿＿

ノ＼
六 － 五 ＿Ｌ一

／＼ 八 ．二 」＿Ｊ
ノ＼

四 ｌ九　 四　 五
－‾　‾一　1ｌ

三 ，丸 八　 六　 二 ，
ｌ
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新
議
員

初

議

会

開

く

五
月
九
日
十
三
時
よ
り

新
議
員
初
の
議
会
は
壊
年
長
者
議
且
永

沼
武
雄
氏
を
臨
時
議
長
と
し
て
先
ず
議

会
議
長
、
副
議
長
を
選
挙
す
る
こ
と
に

な
り
、
希
望
と
熱
に
燃
ゆ
る
新
議
員
方

は
町
民
の
信
託
に
応
ず
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
の
四
年
間
を
決
す
る
最
初
の
意
義

深
い
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
っ

た
が
、
時
の
経
過
も
よ
そ
に
翌
午
前
二

時
を
経
過
し
て
十
四
案
件
の
中
、
四
件

を
審
議
終
了
し
た
。

水
巻
町
第
三
回
臨
時
議
会

○
日
程
第
一
選
挙
墾
一
考

水
巻
町
親
会
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

○
日
程
第
二
　
ク
　
第
四
号

水
巻
町
議
会
副
議
長
速
挙
に
つ
い
て

○
日
程
第
三
　
議
案
第
二
十
四
号

水
巻
町
議
会
常
任
委
員
並
び
に
委
鼻

長
及
び
副
委
員
長
の
選
任
に
つ
い
て

○
日
程
第
四
議
案
第
二
十
五
号

駅
誘
致
特
別
委
員
全
役
匿
に
つ
い
て

○
日
程
第
五
議
案
第
二
十
六
号

駅
誘
致
特
別
委
員
会
の
委
員
選
任
に

つ
い
て

○
日
程
第
六
同
意
第
二
号

監
査
委
員
の
退
任
同
意
に
つ
い
て

○
日
程
第
七
　
ク
　
第
三
号

水
巻
町
教
育
委
鼻
会
委
員
の
選
任
同

意
に
つ
い
て

○
日
程
第
八
　
ク
　
第
四
号

水
巻
町
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
同

意
に
つ
い
て

○
日
程
第
九
選
挙
第
五
号

凱
市
計
画
審
議
会
委
員
選
挙
に
つ
い

て
○
日
程
第
十
　
議
案
軍
手
七
号

土
地
使
用
貸
借
契
約
に
つ
い
て

の
選
任
同
意
に
つ
い
て
、
を
決
定
し

た
。

残
り
の
案
件
に
つ
い
て
は
二
十
九
日
審

議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

議
長
・
副
議
長
外
決
定
し
た
人
事
は
町

議
会
議
員
一
覧
表
を
掲
げ
て
紹
介
し

ま
す
。
（
二
十
九
日
の
分
は
四
面
へ
）

町
議
会
議
員
一
覧
表
（
議
席
噸
）

鱗
席
番
号
　
所
属
委
員
会

議

　

長

副
議
長

一

　

番

○
日
程
第
十
一
承
認
第
一
号

住
宅
建
設
用
地
の
交
換
に
関
す
る
議

決
事
項
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
の
専

決
処
分
報
告
に
つ
い
て

（
略
日
程
第
十
二
）
、

以
上
の
申
、
円
程
第
一
の
水
巻
町
誇
会

議
長
の
選
挙
に
っ
い
て

日
程
墾
一
同
右
副
議
長
選
挙

日
程
墾
ニ
′
議
案
第
二
十
四
号
の
水
巻

町
議
会
常
任
委
員
並
び
に
委
員
長
及
び

副
委
員
長
の
選
任
に
つ
い
て

日
程
墾
ハ
　
同
意
墾
専
　
監
査
委
員

二三四五六七八九十

番番番番番番

総毛
Ｆ
Ｊ総総土民総民

財文財

財
　
副経

文
　
副財文

氏森
田

江
藤

小
柳

本
田

永
沼

名
安
男

一
止

差
丁

倍
大

武
雄

党
派
別
　
　
住

日
本
社
会
党
五
碗
区
旭
町

無
　
所
　
属
宮
の
下
社
宅
一
二
丁
目

ク
　
　
高
松
区
新
北
町

ク
　
　
君
田
の
一
束
吉
岡

ク
　
　
伊
佐
座
六
四

土
経
・
監
査

軍
土

番
　
土

番
　
総

十
一
番
　
総

十
二
番
　
土

十
三
番
　
土

十
四
番
　
総

十
五
番
　
民

十
六
番
一
見

十
七
番
　
土

十
八
番
　
土

十
九
番
　
民

二
十
番
　
土

二
十
一
番
　
民

二
十
二
番
　
土

二
十
三
訝
総

二
十
四
番
　
総

二
十
五
番
　
民

二
土
ハ
番
　
民

二
十
七
番
　
民

二
十
八
番
　
線

経経財財

金
森
　
安
太
　
　
ク
　
　
高
松
区
長
谷
社
宅

松
島
朝
久
　
日
本
共
産
党
吉
田
区
萩
町
二
丁
目

美
浦
晴
比
古
自
由
民
主
党
古
賀
七
二

入
江
　
誠
　
日
本
社
会
党
中
央
区

山
下
　
勝
　
自
由
民
主
党
頃
末
三
ｌ
四
八

森
本
　
準
二
　
日
本
社
会
党
吉
田
区
菊
町

石
飛
　
政
義
　
無
　
所
　
属
高
尾
区
相
町

鳥
谷
　
利
光
　
日
本
社
会
党
古
賀
区

経
　
副
　
栗
川
　
正
雄
　
自
由
民
主
党
頃
末
三
六
五
一

経
　
長
　
橋
内
　
久
市

財
　
石
松
　
重
安

文
　
田
中
　
長
生

日
本
社
会
党
梅
の
木
区
京
町一

二
九

ク
　
　
高
尾
区
六
七

ク
　
　
梅
の
木
区
京
町一

四
九

文
　
福
田
　
利
正
　
　
ク
　
　
吉
田
区
恵
比
須
町

経経議経文経財

財
　
長文文

文
　
長財

福
田
　
金
雄
　
無
　
所
　
属
二
　
　
　
五
六
五

河
野
　
常
男
　
　
ク
　
　
紅
葉
野
社
宅
四
三

占
部
　
裕
子
　
日
本
共
産
党
鯉
口
区

柴
崎
潤
一
郎
　
日
本
社
会
党
古
賀
区

前
田
　
正
二
　
無
　
所
　
属
机
社
宅
　
一
一
八

峰
一
郎
次
　
　
ク
　
　
吉
田
の
一
片
山

中
村
　
芳
房
　
　
ク
、
机
社
宅

原
　
福
次
　
　
ク
　
　
宮
の
下
社
宅

高
橋
　
次
生
　
日
本
社
会
党
鯉
口
区

伊
藤
　
衛
門
　
無
　
所
　
属
頃
末
　
　
九
九
二

前
田
　
思
蔵
．
日
本
社
会
党
古
賀
区

鈴
木
　
稀
雄
　
無
　
所
　
属
樋
口
　
　
　
以
上

◎
お
知
ら
せ
し
ま
す

進
駐
軍
事
故
に
よ
る
人
身
被
害
の
調
査
に
つ
い
て

占
領
期
間
中
（
終
戦
よ
り
二
十
七
年
四
ｌ
Ｉ

月
二
十
七
日
ま
で
）
に
進
駐
軍
及
び
そ

の
関
係
者
に
よ
り
、
不
法
に
生
命
を
奪

わ
れ
た
り
、
身
体
に
傷
害
を
加
え
ら
れ

た
方
々
の
実
態
調
査
を
し
て
お
り
ま

す
。

今
ま
で
一
度
も
見
舞
金
を
貰
っ
て
お
ら

れ
な
い
方
及
び
見
舞
金
を
貰
っ
て
お
ら

れ
て
も
、
最
近
福
間
調
達
局
よ
り
連
絡

の
な
い
方
々
は
至
急
ハ
ガ
キ
、
電
話
等

で
お
届
け
下
さ
い
。

届
け
先
は

福
岡
市
宝
子
町
一
五
三

福
岡
調
達
局
（
電
話
4
三
六
六
二
）

補
償
第
一
課
気
付
と
し
て

佃
届
け
出
る
内
容
は拶腐蝕

風　景－

被
害
者
の
名
前

被
害
の
年
月
日

届
け
出
る
人
の
住
所
　
氏
名

過
去
に
お
け
る
見
舞
金
受
領
の
有
無

等
以
上
で
あ
り
ま
す
。

（
六
月
十
日
ま
で
の
期
限
）

佃
こ
の
届
出
は
今
回
を
も
っ
て
一
応
打

ち
切
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
特

に
注
意
し
て
下
さ
い
。

届
出
は
一
応
右
宛
先
に
申
し
出
ら
れ

る
と
用
紙
を
送
っ
て
来
ま
す
の
で
、

前
項
の
内
容
等
を
記
入
し
て
書
類
提

出
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

水巻町第一児童遊園の誕生

‥一日一幸　明るい環境＝

待
望
の
児
童
遊
園
第

二
号
が
梅
の
木
区
と

古
賀
区
の
境
（
大
字

古
賀
一
〇
一
番
地
の

一
）
の
高
地
に
設
け

ら
れ
、
な
が
め
よ
ろ

し
く
玄
海
を
違
か
な

壷
の
中
に
お
さ

め
、
豊
前
坊
の
奇
峰

も
美
わ
し
く
迫
ま

さ
ね
る
活
き
た
山
の

い
ぶ
き
も
手
に
取
る

よ
う
に
聞
こ
え
、
実

に
絶
景
と
い
え
る
位

そ
こ
で
こ
の
遊
園
の
工
費
の
う
ち
閏
と

県
か
ら
の
補
助
が
あ
っ
て
い
ま
す
。

総
工
費
　
七
二
万
一
千
円

う
ち
国
及
県
補
助
金

三
三
万
二
千
円

坪
　
数
千
七
百
四
±
一

五
四
坪

匿
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
遊
園
は
一
般
に
設
け
ら
れ
て
あ
る

遊
園
地
と
は
全
く
異
な
る
主
旨
の
も
と

に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
即
ち
施
設
運

営
に
関
す
る
報
告
書
を
町
長
か
提
出
し

て
お
り
ま
す
が
、
参
考
の
た
め
掲
げ
ま

す
と

遊
園
運
営
に
関
す
る
報
告
書

本
遊
園
の
管
理
の
責
任
は
町
長
が
こ
れ

に
当
り
こ
の
運
営
に
つ
い
て
は
本
施
設

周
辺
の
部
落
長
を
、
そ
れ
ぐ
運
営
委

員
に
任
命
し
こ
の
協
力
を
得
て
運
営
す

る
。
佃
前
記
児
童
厚
生
員
は
同
様
周
辺

の
部
落
よ
り
児
童
福
祉
に
理
解
を
持

ち
、
真
に
児
童
の
指
導
者
と
な
り
う
る

者
を
選
び
任
命
し
、
交
互
に
実
際
の
指

導
に
当
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。

向
本
遊
園
の
運
営
開
始
は
昭
和
三
十
四

年
四
月
十
一
日
で
あ
る
。

以
上
の
通
り
で
あ
り
ま
し
て
、
た
だ
子

供
の
遊
園
地
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

児
童
た
ち
の
遊
ぶ
状
況
を
よ
く
見
き
わ

め
て
、
よ
り
よ
い
環
境
の
中
に
浸
ら
せ

る
碁
つ
に
、
指
導
も
す
る
と
い
う
わ
け

で
す
。

で
、
遊
具
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

遊
具
品
名

四
連
ブ
ラ
ン
コ

向
合
ブ
ラ
ン
コ

幼
児
用
四
遵
ブ
ラ
ン
コ
一

ス
ベ
リ
面
付
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
　
二

二
連
シ
ー
ソ
ー
　
　
一

二
面
ス
ベ
リ
台
　
　
一

低
鉄
棒
（
五
間
）

遊
働
角
木

す
べ
り
面
付
太
こ
橋

ス
カ
イ
・
ス
ク
ー
タ
ー

ベ
ン
チ

砂
　
場

飲
料
水
設
備

休
と
な
り
、
そ
の
劇
の
巾
で
の
唄
い
方

な
ど
は
中
央
に
出
な
い
の
が
普
通
で
あ

り
、
又
楽
器
も
側
面
に
半
ば
か
く
し
た

様
な
方
法
で
や
ら
れ
る
が
、
あ
ち
ら
の

方
は
、
ピ
ア
ノ
の
位
置
も
中
央
ス
ク
リ

ー
ン
の
真
下
に
す
え
ら
れ
、
唄
う
場
合

に
は
、
そ
の
唄
い
羊
も
中
央
に
出
て
劇

の
者
と
向
き
合
っ
て
唄
い
、
観
客
の
方

へ
も
向
く
こ
と
。
又
一
般
に
、
仕
度
や

舞
台
も
簡
た
ん
で
至
極
軽
快
で
あ
り
、

数
回
に
一
旦
る
練
習
を
く
り
返
す
程
の
事

も
な
い
様
に
思
わ
れ
る
し
、
ま
た
父
兄

に
お
い
て
も
あ
ち
ら
の
父
兄
の
横
様
が

大
略
知
ら
れ
て
共
々
多
く
の
収
穫
で
あ

っ
た
と
は
臨
席
先
生
方
の
共
感
の
様
で

あ
る
。

因
に
当
日
芦
尾
基
地
内
も
公
開
さ
れ
て

い
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
国
、
米
国
だ
け
に

野
球
の
面
で
は
小
さ
い
乍
ら
も
ナ
イ
タ

ー
の
設
備
も
あ
り
、
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し

た
施
設
が
そ
ろ
え
て
あ
る
。
芝
生
も
き

れ
い
に
緑
の
毛
せ
ん
を
布
い
て
い
た
。

ｌ Ｌ上達　ノ／

便
所
、
電
灯
、
外
柵
な
ど
も
設
け
て

お
り
ま
す
。

因
に
現
在
の
児
童
厚
生
員
の
氏
名
を
掲

げ
て
地
域
周
辺
の
協
力
を
願
い
ま
す
。

江
藤
一
正
　
梅
の
未
区

土
師
　
凍
生
　
古
賀
区

椿
　
　
明
　
高
松
区

ヽ
′
ヽ
′
ヽ
′
ヽ
ノ
ｌ
Ｊ
ｔ
‘
▼
ヽ
：
ｔ
ｒ
ヽ
′
1
1
′
ヽ
′
ヽ
．
′
ヽ
°
、
．
、
′
ヽ
一
一
㌧
′
㌧
．
ヽ
°
＿
．
′
ヽ
′
ヽ
′
1
．
＿
、
1
．
㌧
′
ｔ
．

下
二
校
が
代
表
出
場

日
米
交
歓
子
供
大
会

五
月
十
日
（
芦
星
小
学
校
）

主
催

共
催

去
る
五
月
十
日
、
芦
屋
小
学
校
に
て
挙

行
さ
れ
た
（
子
供
の
日
を
中
心
と
す
る

日
米
間
の
地
域
行
事
の
一
環
と
し
て
）

が
町
内
学
校
を
代
表
し
て
、
当
町
よ
り

は
下
二
小
学
校
二
年
生
男
女
七
三
名
が

出
場
し
た
。

米
側
は
小
・
中
学
校
と
高
等
学
校
生
徒

一
五
〇
名
ｌ
余
、
日
本
側
は
郡
内
と
中
間

市
も
加
え
、
父
兄
も
加
え
千
五
百
名
余

が
臨
席
し
て
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

遠
賀
福
祉
事
務
所

教
育
庁
遠
賀
出
張
所

各
町
村
公
民
館

各
町
村
代
表
の
合
唱
、
寸
劇
、
舞
踊
と

各
一
種
目
を
出
し
、
米
側
は
冬
一
種
類

を
出
し
た
。

両
側
子
供
闘
志
の
花
た
ぼ
や
記
念
品
の

交
換
も
あ
り
両
国
父
兄
は
同
じ
様
な
感

激
に
あ
ふ
れ
合
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
両
国
相
た
ず
さ
え
て
の
催

し
物
は
そ
の
出
し
物
に
よ
っ
て
受
け
る

異
っ
た
感
覚
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、

日
本
の
劇
な
ど
で
は
劇
の
身
ぶ
り
が
主
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商
工
会

総
会
　
（
第
十
一
回
）

水
巻
町
商
工
会
は
第
十
ｌ
回
通
常
総
会

を
五
月
十
九
日
町
民
会
館
で
開
き
、
昭

和
三
±
二
年
度
収
支
決
算
並
び
に
事
業

報
告
と
経
過
報
告
を
し
、
新
役
員
の
選

任
と
昭
和
三
十
四
年
度
の
事
業
計
画

と
予
算
の
審
議
を
終
り
、
同
会
の
役
職

旦
並
び
に
永
年
勤
続
店
畢
手
数
名
に

対
す
る
表
彰
も
あ
り
午
後
五
時
散
会
し

た
。

因
に
同
席
上
決
ま
っ
た
新
役
員
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

水
巻
町
商
工
会
長

栗
　
川
　
正
　
雄

同
　
副
会
長

樋
。
幸
村
喜
代
太
一

三
　
好

鈴
　
木

監

地

新頃クク吉区

生　　ヲ嘉栗徳白査本
街末三二一長

原永石　　田

壷高麗営林　友光政

孝葉芽葉栗　彦夫雄

交
通
事
故
統
計
へ
紺
尾
絹
）

地
区
別
事
故
発
生
状
況

管
内
曇
ハ
地
区
に
分
け
検
討
し
て
み
る

と
地
区
別
　
三
十
三
年
　
三
十
二
年

折
尾
地
区
一
四
八
件
一
六
八
件

中
間
地
区
　
五
〇
件
　
六
〇
件

水
巻
地
区
　
至
件
　
五
七
件

芦
屋
地
区
　
三
二
件
　
二
六
件

遠
賀
地
区
　
五
二
件
　
五
〇
件

岡
垣
地
区
　
五
六
件
　
六
二
件

折
尾
、
中
間
地
区
が
大
幅
に
減
少
を
示

し
た
ほ
か
、
芦
屋
、
遠
賀
地
区
を
除
い

て
は
、
い
ず
れ
も
前
年
を
下
廻
っ
て
い

る
こ
と
は
睾
ば
し
い
現
象
で
あ
る
。

こ
の
表
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
通
り
管
内

に
お
け
る
交
通
事
故
は
、
そ
の
大
部
分

が
折
尾
地
区
周
辺
に
お
い
て
発
生
し
て

い
る
こ
と
が
つ
か
が
わ
れ
る
。
折
尾
地

区
は
二
二
級
国
道
の
分
岐
点
で
も
あ

り
、
ま
た
新
国
道
の
開
通
に
よ
っ
て
、

自
動
車
が
い
よ
7
～
ス
ピ
ー
ド
・
ナ
ッ

プ
さ
れ
た
こ
と
も
、
事
故
増
加
の
要
因

と
な
っ
て
い
る
。

原
因
者
別
発
生
状
況

交
通
事
故
の
う
ち
、
自
動
車
が
主
原
因

者
と
な
っ
て
発
生
し
た
も
の
は
三
五
八

件
で
あ
っ
て
、
総
件
数
の
九
二
％
を
占

め
て
い
る
。
車
輌
が
主
原
因
と
な
っ
た

事
萱
車
種
別
に
み
る
と
、
左
表
の
通

り
と
な
っ
て
居
り
、
貨
物
自
動
車
が
最

も
多
く
、
半
数
以
上
の
五
七
％
を
占
め

車　　 種　　 別 事故件数
総件数 に
坦宣ヰ％

3．6％

9．2ク

乗　 合　 自　 動　 革 ＿＿空 理

36
‾乗－ 用－ 自－ 動‾ 革 ‘

＿＿－ － ＿＿▼▼＿1 尊導！＿＿迎 撃 ）＿

貨　 物　 自　 動　 車
223 57．βク（普通、小型貨物 、三輪車）

軽 自動革隻の他旦 自動車 31 7．9ク

、原 動 機 付　 自　 転 車 35 9．0 ク
自　　　 転 ＝ 二 宮 18 4．5 ク

そ　 の　 他　 の　 車　 馬 Ｊ

こ
れ
に
つ
い
で
乗
用
自
動
車
の
九
・
二

％
と
な
っ
て
い
る
。
又
、
貴
近
特
に
原

付
の
事
故
が
目
立
っ
て
増
え
て
居
り
、

運
転
者
自
身
の
死
亡
、
重
傷
事
故
は
大

部
分
が
原
付
の
事
故
と
な
っ
て
い
る
。

交
通
事
故
の
原
因

事
故
原
因
を
綜
合
的
に
み
る
と
、
車

に
よ
る
事
故
の
原
因
の
う
ち
、
操
縦
者

の
所
為
に
よ
る
も
の
は
三
三
六
件
で
、

総
件
数
の
八
六
％
を
占
め
て
い
て
、
そ

の
中
で
は
、
脇
見
操
縦
に
よ
る
も
の
が

最
も
多
く
五
八
件
で
、
操
縦
者
所
為
の

事
故
中
三
％
と
い
う
高
率
を
示
し
て

いる。
つ
い
で
、
徐
行
違
反
に
よ
る
も
の
五
四

竺
六
％
、
退
越
不
適
当
四
九
件
云

％
、
齢
酎
運
転
二
六
件
八
％
、
連
続
進

行
二
四
件
七
％
、
操
縦
未
熟
練
元
件

五
・
六
％
、
居
眠
運
転
六
件
五
・
三

％
と
な
っ
て
居
り
、
こ
の
ほ
か
、
踏
切

不
注
意
、
後
退
不
適
当
、
最
高
速
度
制

限
違
反
、
優
先
通
行
違
反
な
ど
が
、
主

な
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

車
両
の
状
態
に
よ
っ
て
事
故
を
起
し
た

も
の
は
一
八
件
で
、
総
件
数
の
四
・
六

％
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
中
の
十
件
は
制
動

装
置
不
完
全
に
よ
る
事
故
で
あ
る
。

人
側
の
原
因
は
三
石
で
、
総
件
数
の

八
％
で
、
車
の
直
前
直
後
横
断
に
よ
る

事
故
が
大
部
分
を
占
め
二
二
件
も
あ
る

・
・
交
通
事
故
発
生
時
の
状
況

1

時

　

間

交
通
事
故
発
生
の
時
間
的
状
況
を
検

対
す
る
と
、
大
体
に
お
い
て
昼
間
は

夜
間
の
約
二
芸
倍
の
発
生
率
と
な

四㌧‖Ｉ川押．・・出川岬。‖刷Ｉｌ一，日日問1．．1日州ＩＩＪ．・日日＝題ｌ－・・り州1111－．11日脚ｌハ・，州Ｉｌ一　日日脚ｌＨ・・州ｌｌＩｌ”・．り日日抑ｌ川

鯉口区をモデル地区に．／
青少年保護育成推進モデル地区として

地区青少年保護育成協讃会と折尾署が協力体となる
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」
事
ｒ
Ｊ
．
」
．
1
－
ノ
ー
7
－
1
て
ｒ

鯉
口
区
で
は
新
学
期
以
来
、
不
就
学
児

寅
年
徒
の
就
学
補
導
と
、
青
少
年
の
非

行
防
止
を
主
眼
と
し
て
、
先
ず
環
境
調

整
と
健
全
育
成
の
た
め
の
各
種
行
革
を

す
ゝ
め
二
方
問
題
少
年
の
早
期
発
見

と
街
頭
補
導
を
行
う
串
を
取
上
げ
、
毎

月
の
実
践
日
棟
を
定
め
て
遠
の
補
導

突
撃
芸
さ
め
て
い
る
が
、
発
足
以
来

三
カ
月
余
を
経
渦
し
た
今
日
め
っ
き

り
、
環
境
の
好
転
が
実
を
結
び
、
一
頃

の
夜
間
社
宅
内
の
く
ら
が
り
に
た
む
ろ

し
て
い
た
青
年
も
見
受
け
ら
れ
ず
周
辺

住
民
か
ら
音
ば
れ
て
い
る
。

実
践
目
標
の
主
な
も
の
は
次
の
通
り

◎
不
就
学
、
長
欠
、
怠
学
児
童
に
対
す

る
個
別
補
導

◎
広
報
印
刷
物
の
配
布

◎
育
成
に
関
す
る
月
間
や
週
間
等
の
全

般
的
行
事
に
つ
い
て
は
特
に
活
発
に

先
頭
に
た
っ
て
活
動
す
る
。

◎
区
域
内
の
少
年
非
行
防
止
と
健
全
育

成
を
図
る
た
め
青
山
年
間
題
の
促
進

を
計
る
。

◎
不
良
化
防
止
と
環
境
浄
化
、
町
内
恕

談
会
を
開
く
。

◎
各
種
璃
習
会
の
開
催

◎
子
供
の
日
映
写
会
、
遠
賀
地
区
子
供

夷
　
大
会
へ
出
場

写
◎
学
校
よ
り
の
家
庭
訪
問
に
誠
意
を
持

念
　
っ
て
応
待
す
る
。

◎
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
登
山
、
ス
ケ

ッ
チ
大
会
そ
の
他
体
育
関
係
行
革
を

励
行
す
る
。

◎
子
供
会
不
参
加
児
童
の
参
加
を
奨
励

す
る
。

◎
社
会
探
訪

◎
少
年
組
長
常
会
（
毎
月
）

◎
子
供
の
広
場
の
設
置

◎
休
暇
中
に
於
け
る
共
同
街
頼
補
導
及

び
子
供
会
の
健
全
育
成
行
革
の
促
進

◎
林
間
学
校
、
海
浜
訓
練
、
サ
ン
マ
ー

ス
ク
リ
ー
ル
、
珠
算
兢
技
会
、
書
道Ｗ

揮
革
会
の
実
施

◎
夏
越
祭
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
子
供
貯
金

の
奨
励

◎
督
察
、
学
校
会
員
に
よ
る
検
討
懇
談

会
不
就
学
等
学
童
の
再
禍
査

◎
各
種
競
技
会
等
に
対
す
る
嘗
鐘

与
、
家
族
会
議
の
促
進

因
み
に
主
な
役
員
等
ほ
次
の
通
り

委
員
長
　
伊
藤
　
秋
蔵

副
　
ク
　
平
山
　
平
助
、
遠
藤
武
治

ク
　
高
橋
　
末
子

保
護
司
　
金
子
　
猛

児
童
委
員
　
高
橋
義
彦

Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
者

頃
末
校
関
係

南
中
学
校
関
係

青
　
年
　
会

子
　
供
　
会

少
年
団
組
長

八
木
　
誠

小
林
　
和
寿

佐
藤
　
高
昭

竹
ノ
下
芳
美

籾
井
英
明
、
矢
野

忠
孝
、
北
古
味
徳

松
、
服
部
利
勝
、

桧
尾
稔
、
壱
岐
繁

止
し

ヽ
↓
ノ

以
　
上

多
い
の
は
、
自
動
車
等
一
般
交
通
が

夜
間
に
比
べ
て
は
る
か
に
多
い
関
係

で
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
が
、
事
故

の
発
生
は
交
通
量
に
必
ず
し
も
比
例

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
当
署
管

内
の
一
級
国
道
の
交
通
量
は
、
各
種

車
両
に
つ
い
て
み
る
と
き
昼
間
は
夜

間
の
仁
一
、
四
倍
も
あ
る
の
で
、
交
通

量
の
割
合
か
ら
い
え
ば
昼
間
は
も
っ

と
多
く
発
生
し
そ
う
に
あ
る
が
、
や

は
り
夜
間
は
照
明
等
の
物
的
原
関
の
一

ほ
か
に
、
操
縦
者
の
状
態
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
夜
間

は
、
め
い
て
い
運
転
や
居
眠
り
運
転

な
ど
の
悪
質
な
遵
法
運
転
が
多
い
関

係
か
ら
交
通
量
の
割
合
に
比
し
、
発

生
率
は
高
く
な
っ
て
い
る
。

事
故
多
発
の
時
刻
は
、
全
国
又
は
県

下
の
平
均
で
は
、
夕
方
の
ラ
ッ
シ
ュ

時
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
署
管
内
の

交
通
の
状
況
は
、
幹
線
国
道
が
縦
貫

し
て
い
る
関
係
で
遠
距
離
か
ら
の
通

過
車
両
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
た

め
、
午
後
一
時
前
後
が
交
通
量
の
ピ

ー
ク
を
な
し
て
お
り
、
又
遠
距
離
か

ら
の
自
動
車
等
の
操
縦
者
は
丁
度
心

身
の
疲
労
時
に
通
過
す
る
こ
と
と
な

る
の
で
、
昼
過
ぎ
の
午
後
一
時
か
ら

同
三
時
の
間
が
事
故
多
発
の
山
を
な

し
て
い
る
．

■
．
一
．
．
．
－
　
．
．
．
．
－
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
－
－
　
－
こ
．
．
1
　
－
　
－
－
．
．
．
－
－
　
一
．
．
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劇　団腰’習　風　景（昭和32年全国第一位入選不漁期）

劇　団　員　募　集
水巻町教育委員会事務局内
Ｃ電690　403番）
水巻演劇研究会へ、氏名と

住所明記の上、官制ハガキ又
は直接、電話等でもよい。

水巻演劇研究会では、演技部
員20名（男女共）を、目下募
集中であります。入会希望の
方は左記へ申込み下さい。

書己

2
場
所
別

事
故
の
五
五
％
ま
で
は
市
街
地
で
発

生
し
て
い
る
が
、
こ
の
割
合
は
県
下

の
平
均
に
比
較
す
る
と
市
街
地
で
の

発
生
が
少
く
、
非
市
街
地
に
お
け
る

発
生
が
高
率
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
管
内
の
地
理
的
条
件
に
よ
る

も
の
で
、
非
市
街
地
帯
に
幹
線
道
路

が
縦
走
し
て
い
て
、
事
故
の
大
部
分

は
こ
れ
ら
の
道
路
で
発
生
し
て
い
る

た
め
で
あ
る
。

又
、
市
街
地
、
非
市
街
地
を
問
わ

ず
、
交
叉
点
及
び
曲
り
角
で
の
事
故

発
生
が
多
い
。

3
天
候
別

天
候
で
は
、
晴
天
時
に
二
二
二
件
総

件
数
の
五
七
％
、
曇
天
一
〇
六
件
二

七
・
二
％
、
雨
天
五
八
件
一
四
・
九

％
、
撃
二
件
〇
・
九
％
が
発
生
し
て

いる。
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者

の
年
令
別
と
性
別

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
の
中
、
五
四
％

は
幼
児
（
六
才
未
満
）
、
学
童
（
六
才

～
十
五
才
）
、
老
人
（
六
十
才
以
上
）

に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
負
傷
者

に
つ
い
て
も
二
七
％
は
こ
れ
ら
の
人
々

で
あ
る
。

と
く
に
目
立
つ
こ
と
は
、
少
年
期
に
お

け
る
事
故
は
六
才
か
ら
十
二
才
ま
で
の

小
学
校
児
童
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
通
学
な
ど
で
道
路
を
通
行

す
る
場
合
が
多
い
こ
と
と
、
注
意
力
が

充
分
で
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

と
こ
ろ
が
、
少
年
期
に
お
い
て
最
も
身

心
の
発
達
が
著
し
い
中
学
校
適
今
期
の

十
三
才
か
ら
十
五
才
ま
で
の
間
は
、
膏

小
年
期
で
は
最
低
線
を
辿
っ
て
い
る
。

こ
の
頃
は
、
道
路
を
通
行
す
る
こ
と
に

お
い
て
は
、
小
学
校
児
童
と
大
差
は
な

い
と
思
わ
れ
る
が
、
智
髄
の
急
速
な
発

達
に
伴
っ
・
て
、
注
意
力
も
著
し
く
増
加

す
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

法
刑
犯
と
交
通
事
故
の
死
傷
者
比
較

交
通
事
故

刑
法
犯

死傷死傷
者著者者

一
三
人

二
人

一
七
人

七
人

（
以
下
略
）

ノ

ー

、

＼

・

，

・

／

ｌ

、

し

ヽ

－

．

ヽ

′

、

／

1

、

、

－

ヽ

－

′

ｌ

ｈ

－

叫
軍
二
回
臨
時
議
会
…

▼

ハ
第
一
回
継
続
議
会
ソ

－
．
＼
√
ヶ
＼
一
ｌ
、
／
、
ｆ
．
＼
．
－
．
～
、
′
）

二
十
九
日
第
一
回
継
続
諌
会
本
会
議
で

決
定
し
た
各
人
革
は
次
の
通
り
で
す
。

△
選
任
同
意
第
三
号
で
教
育
委
員
会
委

且
と
し
て
船
津
武
麿
、
宮
崎
都
市
雄

両
氏
の
適
任
同
意
決
定
し
、
委
員
長

は
初
委
員
会
で
決
定
す
る
。

△
選
挙
第
五
号
で
都
市
計
画
特
別
委
員

会
委
員
に
次
の
五
氏
を
決
定

森
田
保
男
、
原
福
次
、
粟
川
正
雄
、

松
島
朝
久
、
構
内
久
市

向
正
副
委
員
長
の
決
定
は
初
委
員
会

の
席
で
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
．

△
議
案
第
二
十
五
号
で
駅
誘
致
特
別
委

副
委
員
長
前
田
正
二
、
委
員
原
福
次

中
村
芳
房
、
前
田
忠
蔵
、
金
森
安
太

構
内
久
市
、
栗
川
正
雄
、
森
本
準
二

以
上
の
九
氏
を
決
定
し
た
。

1

1

舞

●

丁

－

－

－

－

フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
講
習
会

毎
週
火
曜
日
午
後
六
時
半
よ
り
間
九
時

ま
で
町
民
会
飴
ホ
ー
ル
で
フ
ォ
ー
ク
グ

ン
ス
の
講
習
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

水
巻
町

合
唱
団
の
例
会

毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
午
後
六
時
単
よ

り
八
時
半
ま
で
合
唱
団
の
例
会
を
閃
い

て
い
ま
す
。

右
二
件
会
員
と
し
て
希
望
の
方
は
、
左

記
へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

己号
口

水
巻
町
教
育
委
員
会
事
務
局
内

電

6

9

0

4

0

3

番

）


